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A-1 Politics 政治

・資源の価値変化

・AI反対派vsAI賛成派（AI脅威(政

治･紛争)）

・宇宙国境

・ポピュリズム、ファシズム

・自分の国First

・共産国家

・非民主主義国家の台頭

・AI統治国家の誕生

・米中印3国主導

・戦争の手段変化。見えにくい戦争

（戦争はなくらない）

・国家AIの対立（戦争）

・AI統治国家の誕生

・モニタリング社会

・独裁、人権侵害国家

・AI反対派vsAI賛成派（AI脅威(政治･

紛争)）

・宇宙での国境の争い（資源確保の

為）

・国家関与↑

・中央集権的な意思決定

(トップダウン型)

  -迅速化

  -緊急時対応

・米中印でGDP半分占めるが、覇権

者はいない。

・国境垣根↓、ルール整備、環境整

備↑

・資本主義の終焉

・増税

・悪意にテロ↑、倫理観のない国家

↑

・指導者の高齢化、長期化

・高齢者優遇政策

南北問題により双方の緊張がさらに

高まる。

グローバリズムが高まり各国の連携

が強化される

自国の利益だけを考える国との二分

化

グローバリズムが高まり各国の連携

が強化される

自国の利益だけを考える国との二分

化

・現在より強い政府・国際機関の登

場-理由：温暖化などに対する問題に

対処するため(Positiveでも、

Negativeでもない？)_IA(P225)

・国際社会は、人々の貧困脱出に向

け、長足の進歩を遂げてきました。

所得の不平等は国家間でも、国内で

も拡大しています。

・人が多い地域に市場拡大し、経済

が伸びる（中国）

・政治動向は、人口動態に影響する

　→人口が多い国の政治方針が主導

する

・今後アフリカが伸びるか

・経済政策の変化(災害対策などのた

裁量の減少_IA)

・貧富の差が広がり社会的な緊張感

が増す_IA(P222)

・しかし、不平等は根強く残り、保

健や教育サービス、その他の資産へ

のアクセスという点では、大きな格

差がなくなっていません。

米中印の3強時代の到来、一部の非

民主主義国家が台頭

資本主義

社会主義のハイブリッド型経済の模

索

課題：国際法などが機能しづらくな

る。人権や自由をどのように守るか

4/4追加

グローバリズムはサプライチェーン・

インバウンドに大きな影響をもたら

す。日本国としては見直す契機になっ

たのではないか。残念ながら人種差別

も露呈した。

一方で、コロナシの影響で、マスクや

医療機器の調達などで米中が協調する

というポジティブな一面も見られてい

る。

米中の覇権争いの加速

経済・社会・医療・軍事・宇宙・

南極・サイバー空間（ネットワー

ク）・テクノロジー

国連やWHO、国際機関に対する支援

国の関わりが顕在化

デジタル領域

国境を越えた情報収集と阻止の流れ

アジア・アフリカの思考

独自の経済成長を支えるための先進

国の支援が必要な状況

日本の立場

米中の狭間。デジタル領域における

日本独自のプラットフォームの欠如

米中の覇権争いの加速

⇒　米中以外にも覇権争いが波及

⇒　アジア・アフリカの各国がどち

らにつくかのスタンスが重要になっ

てくる

国際機関の立ち位置が変化

デジタル領域

⇒　デジタル人民元が現実化

⇒　インドのテクノロジーが台頭

⇒　ＡＩの進化

アジア・アフリカの思考

強国は援助をカードにさらなる外交

を仕掛けてくる

日本の立場

⇒　米中の覇権争いの長期化により

日本の安保・経済政策の見直しが必

要となる。

ＡＩの進化による新秩序

⇒　内政・外交の意思決定にＡＩを

利用する国家の登場

⇒　覇権の基準の変化と主要国家の

変化

国際機関はＡＩをコントロールする

位置づけとなる

デジタル領域

⇒　より高度な情報（ゲノム）等を

利用した社会づくり

⇒　インド発のテクノロジーの登場

アジア・アフリカの思考

アフリカとインドが接近

日本の立場

アジアとアフリカとの関係が米中関

係以上に大事になる

武井 中野

藤本

（編

）

沼田
神山

(編)

曽根

 (編)

GLOBALIZATION vs

LOCALZATION

B-1
Economic

s
経済

・頑張った人が報われる

・共通通貨（ブロックチェーン）

・お金に代わる共通の価値観

・ブロックチェーンによるマネーロ

ンダリングの減少

・独自通貨(より混沌)

・通貨／マネー戦争（金の価値⇩）

・労働に対する報酬の不公平感

（例：ベトナム）

・マネー戦争（＝AI同志でのトレー

ディング）

・共通通貨（ブロックチェーン）→

キャッシュの価値⇩

・マネーロンダリングの増加

・ブロックチェーンの進歩によるあ

るスナップショットまで不条理にも

どってしまう（デジタルに寄り過ぎ

ることによる弊害）

・都市化

・機械化

・デジタル経済圏の台頭

・GDPの低迷

  -経済格差（国内外,世代間,)

・公的負担(医療費）の増加（最新医療、医

療保険制度の崩壊）

・生産性の減少

・医療従事者の不足

・市場経済 の低迷

・税収↓、保険収入↓

新興国の経済活動が発展して、エネ

ルギーの消費が増加

勝ち組と負け組がハッキリ分かれ

る。

価値構造の再構築により勝ち組と負

け組も入れ替わる。

・GDP自体は伸び続ける

_IA(P103・112)

・世界全体の 1 人当たり実質 GDP

の年平均成長率は対前年で上昇して

いるもの。

・デフレが進む未来で、金銭的な価

値が重要でなくなるのではないか。

→働かずして満たされる社会になる

のではないか

・資本主義の衰退(GDPは伸び続ける

が、成長速度が遅くなる_P103+1人

当たりは2050年頃にピークアウト

_P308)_IA

・開発途上地域には依然として、成

長が減速し、2030 年の 7%という

成長ターゲットから遠ざかっている

国が多くあります。

・GDP至上主義からの解脱

・人々が生きやすい世界

・安定機能

・自然資本のBS計上

・デジタル通貨・ビットコイン

・感謝

・ありがとうの循環

◆現在の各国独自通貨圏の崩壊

　⇒　アジア圏通貨、デジタル通貨

等に転換

◆世界中で格差拡大⇒政治不安↑、

紛争増加、独立機運↑

・課題：先例となる通貨ユーロの問

題点の解決策、新しいルールなど

◆人々にとっての国と企業の存在感

のバランスが変化する

リモートワークの利点にはみんな気

付いた

人の移動が大きくなったために、コ

ロナなどの感染が拡大しやすい世界

となっている。

海外の工場はほとんど止まった。最

後まで動いていたのは日本だけ。

→将来的に工場の日本回帰、工場の

世界的な分散も

製造バリューチェーンの大国依存の

回避

→大場さんよりコメント

業界によっては日本より中国の工場

復帰のほうがはやかったです。B2B

だと違うと思いますがB2Cは生産能

力よりも需要減の方が影響大きく、

逆に在庫の価値観の変化はあるきが

します。

バイトなどがなくなり、若い人の購

買力がかなり減っている　→エン

ターテインメント系に影響か

国の借金増大、将来的な大増税懸念

中国はすでに世界を支える力がない

サービス業が肥大化して破裂した

テクノロジーなどの発展（ワクチン

の開発方法など）により、今後は感

染拡大などが起きても、今回よりは

抑え込みに苦労しなくなる

オンライン医療が進む

印鑑文化がなくなる

自動化、機械化進んでいく

現在の資本主義のあり方に疑問が生

じる

→ハイブリッド型資本主義　→　大

きなマイナスは生まない（社会主

義）＆成功者は豊かに（資本主義）

人と人とのコンタクトは減る　→

不安だから承認欲求は高まる

リアル店舗はなくならないが、ある

程度は減る

都市化は緩和していくのではないか

→リモートワークが進んでみんな＋

ひと部屋がほしくなる

→現在、REIT市場ではオフィス系か

らお金が逃げている

公的な支出が増えていく（プライ

ベートな支出が減っていく）

貯蓄率は上がる（すでに中国は上昇

しはじめている）

格差拡大による戦争・紛争懸念は高

まる（歴史的に繰り返している）

企業や家計が消費を抑える、そう

いった気持ちが強くなる

コロナ対応の反動により大増税、国

によっては福祉政策を抑える（ブラ

ジルのように人が亡くなっても何も

しないなど）

大きな国内市場を持つ人口が多い国

優位に

国家、企業の大きな見方に変化

コロナや新種ウイルスと共存する前

提での経済システム

貧富の差はより拡大

余 中路 山田

山本

（編

）

相野
高野

 (編)

通貨（世界で共通化される？デジタ

ル通貨と現状の通貨はどのような状

況になっているか？）

B-2 寿命/人口

・人口での臓器により寿命が延びる

・脳のデータをダウンロード可能に

・医療技術の進歩によって人間の寿

命は大きく伸びる

・高齢化人口爆発

・高齢化人口爆発

・寿命長だが不健康寿命が長期化

・高齢化人口爆発に伴う支える世代

の負担増（財政面、労力面）

・子供を作らない文化

・誰もが分からない余命、老後の生

活で不安が増す

・平均寿命/健康寿命が延びる。

・人工授精の発達でさらなる高齢出

産

・人口：世界的に増加、ある国は減

少。

・高齢化による労働人口の減少

・65才以上が人口の40%

・出生率低下

一層の長寿化FORECASTには共感

します

長寿化が進まない地域との格差が出

る。

平均寿命は伸びる。

寿命格差が更に拡大している。

平均寿命は伸びる。

寿命格差が更に拡大している。

出生死亡率は下がり、平均寿命は延

び、人口増で40年をピークに減少に

転じるので・・

・寿命が伸びると働ける期間が延び

る

・労働力の確保ができる

・伸びるる。それに伴い老人向けの

社会保障費が国家財政を圧迫する

_IA

・疫病などで人口減少に転じる可能

性あり

･寿命・健康寿命は世界中で伸長、人

口の爆発的増加

･課題：社会保障費の増加、水・食料

の確保、シニア層と社会の関わり方

移動の制限により、交通事故や外傷

による死亡が減少

会社や学校に行かなくなり、人間関

係が原因となる自殺率低下（▲20%

という説も）

医療の必要性再認識、医療に向けた

投資が拡大

高齢者のコロナ死亡率が高い

医療体制の二極化。適切な医療が受

けれる国・地域とそうでないところ

とに分かれる

石鹸で手が洗えないなど、感染予防

格差によって、貧困層はさらに生命

の危機にさらされやすくなった

失業率が増え、貧困を苦にする自殺

など死亡率増加

所得低下により産みたい数の子供を

産めない

家庭内生活増加により出生率にはプ

ラスとなる（ステイホーム子作り）

働き改革が更に進み、適切なワーク

ライフバランスが広がり、結果とし

て寿命のびる

医療投資がさらに進展。

飛行機乗らない、移動しない等で、

事故に合う確立が減る

医療の恩恵を受ける、国・地域格差

はさらに広がる。医療格差の拡大、

感染症への対応格差

ソーシャルディスタンスからメンタ

ルディスタンスへ、自殺率減少の一

方、恋愛も少なく子供産まない

医療研究の資源が対コロナに集中、

他の予防医療の停滞により、一部の

患者寿命が短縮。医療費にかけられ

る財政が圧迫されて、人口増加が抑

制される

今まで以上に格差により、貧困層の

生命が危機

医療の進歩でウィルス問題がなくな

り（あるいはすぐに対策できる体制

が整い）寿命のびる

地方創生の可能性探る動きが拡大、

人口移動、地方人口増加

全世界的に人口増減の調整意識が高

まる。寿命調整、人口調整が行われ

るようになる。一人っ子政策復活

国・地域格差更に広がる。長寿の

国・そうでない国。新興国での感染

拡大により人口減

未知のウイルス流行が頻発（生物兵

器説も）、あるいはコロナ収束せず

長寿化するが、不健康寿命の長期化

が社会問題になる

先進医療の富裕層独占（富裕層だけ

が予防できるディストピア）

古庄

横手

志賀

（編

）
担当は横

手さんで

すが、当

面は医療

福岡

落合

（編

）

岸添 善野

寿命と健康寿命の進展（医療チーム

でまとめる？）　※他のパートも主

体的に検討するチームを作って提

案・議論する？

B-3 QoL

・AI発展で人に代わって労働してく

れる→人間のやりたいことに時間を

費やせる

・AIロボットと結婚

・家族の概念が薄くなり、個の価値

観が上がる
・AIロボットと結婚

・オーダーメイド治療

・治療技術の進歩

  -痛み緩和

  -終末期対応

・食品加工技術↑により禁欲不要で

健康に

　-望まぬ長生

　-自殺↑

・

・QOL低下（視力,聴覚↓,

         退行性疾患機能低下,認知症

↑）

・人間の価値観/性（サガ）は変わ

らない。

QoLの格差が広がる QoLの格差が広がる

文化価値・生活価値が見直される。

安心安全の格差が生まれ、QoL格差

が拡大している。

文化価値・生活価値が見直される。

安心安全の格差が生まれ、QoL格差

が拡大している。

・自動化で労働時間減少、余暇時間

増加

（ただし先進国で）

・同じ国・地域内でも貧富の差が拡

大し、QoLのバラツキが大きくなる

(他方、世界全体の貧富の差は収斂す

る)_IA

・後進国ではより労働を求められる

かも

･体と意識の二軸

･介護する側のＱＯＬ

人の移動が制限される→在宅勤務に

よる自由度→女性の活躍家庭を顧み

る働き方

過密状態を避けるための都市化の再

考。 建設的・意図的なスマートシ

ティの構築

ビデオによる会話の一般化 → 新し

い出会い、再会の活性化

ソーシャルディスタンスの概念が浸

透（過剰反応も）

主に男性が自宅にいる時間が増え、

家族の関わり方の再定義が必要に

（感染症の）監視とプライバシーの

考え方に変化→プライバシーをある

程度犠牲にしてもしょうがない

通信環境や通信機器の有無により、

教育格差が拡大。

財政悪化で生活水準低下

 

世界でDVの増加

自粛警察などデジタル監視社会へ

 

 地方分散による高齢者のアクセスの

問題の再燃

新しい価値観や多様性を認める社会

へ（リモート進展、場所を選ばない

生き方、地方の再評価）

LOCALIZATIONの加速（都市化一点

集中ではない方向、）

分散型の監視（プライバシーに配慮

した限定された監視）の確立。犯罪

の減少、病気の早期発見など

健康維持の再定義（健康維持するた

めのスポーツが登場）

職種間格差、差別が大きくなり、職

業選択の重要性が問われる

コロナ克服者が新人類として重宝さ

れる、あるいは差別される

新たなストレスの発生（孤独等）

デジタル村八分社会の到来（監視さ

れることが当たり前の社会に。プラ

イバシー制限・言論統制）

大量解雇による治安悪化、教育レベ

ルの低下、負の連鎖拡大

身体活動の減少により生活習慣病の

管理が悪化

リモート教育に対応できる国とそう

でない国の国家間教育格差の顕在化

人との繋がりを完全に自分でコント

ロール出来るようになる。人脈のオ

ンオフが可能。

自由な時間に自由な場所で働き、多

様なコミュニティを選べる、新しい

ライフスタイルが定着する

AI・ロボットの活用進展（労働を代

替）→人間のやりたいことに時間を

費やせる

AIやロボット、バーチャルなど、人

を介さないサービスが増加。リモー

トコミュニケーションが、リアルに

代わるほど進化する

家族の概念が薄くなり、個の価値観

が上がる

監視され管理されることが当たり前

の社会になる（ディストピア↔ユー

トピア）

破綻する国が続出し生活水準下が

る。

今まで以上の格差により、教育機会

低下、富める国は益々富み、貧困国

はますます貧しくなる
加藤 竹本 福岡 黒川 近藤 善野

グローバル化が新たな感染症の拡大

につながる

B-4
自己表現/

自己実現

・男性／ロボットが妊娠･出産可能

となり、一般的に受け入れられる

・イイネ！文化（価値観の変化）

・バーチャル空間での自己実現の拡

大（例：ネット上のコンサート）

・アバターで自己表現可能（二重人

格、三重人格）（例：V-Tuber）

・宗教への依存の後退

・多様化（ダイバーシティ）が進む

・カルチャーが集約化してくる（同

じような音楽など）

・ネット上での言葉の暴力増加→自

己表現ができなくなってしまう

（例：米のTiktok）

・ネット上での意見が極端化しやす

くなっている

・アバターで自己表現可能（二重人

格、三重人格）による弊害

・ダイバーシティ

・情報ネットワーク拡大

　- 場所、方法、言語、時間に縛ら

れない。

　-選択肢拡大

・患者から顧客へ（患者主導で治療

選択可能）

 

・格差拡大

・プライバシーが富裕層のみ贅沢品

・コミュニティの分断

社会が相互に監視する一方で、自己

表現の欲求が高まり、相互に寛容・

評価しあえる世界。

社会が相互に監視する一方で、自己

表現の欲求が高まり、相互に寛容・

評価しあえる世界。

・価値観の多様化

・自己表現をする手段(VRやネット

ワーク、AIを使った創作等)が多様化

する_IA

・限定的_環境の悪化及び税率の上

昇などにより個人消費を行う選択等

は狭くなる_IA

ここに書かれていることが実現でき

ている世界

・ライフイベントのある人にとって

仕事がしやすい

・居場所の制約がない

・役に立ちたい欲求の増加

・失敗しても大丈夫な雰囲気

・環境の改善（自己表現における制

約の減少）

・コミュニケーション力の重要性が

増加

・個人の人権の制限・制約と全体利

益のバランス

・活力の減衰

・表現の場に制約/減少

・ネガティブな感情の行き場

・自粛ムード

・クレームの増加（攻撃的な感情）

・表現が叩かれる

・ソーシャルディスタンシング

・撮影など、手段の減少

・政府や権力による監視（それを受

け入れれる土壌の形成）

・資金不足

・脳科学や五感に関する表現方法、

技術の発展が促進

・働き方の変化が定着し、時間にゆ

とりができる

・実力が評価されやすい（肩書的な

ものが形骸化する）

・評価される場が増える（コミュニ

ティが増える）

・政治家が変わる？

・没入感が増す技術的発展

・制約から新たな表現方法が生まれ

・ストレスの高まり（自己表現の余

裕がない）

・旅費が高くなる、旅行が恒久化

・仕事とプライベートの切り分けが

できない

・ソーシャルディスタンシングの影

響

・ニューノーマルの良い変化

・幸せの価値観が変わる

・より共感力が重要

・仕事環境の改善が進む

・様々な表現方法を模索した結果と

して表現方法が多様化する

・場所に縛られることが無くなる

・ネット社会のリスク

・現実感の欠如がおこるかもしれな

い

・対面のコミュニケーション減

大場

（編

）

降幡

小貫

（編

）

光畑 川瀬 東(編)

B-5 安心安全

・ウィルス対策で国際協力強化

・虚偽の情報をAIが制御するシステ

ム提供

・モニタリング（監視カメラ、メー

ル、生体、その他すべてのデジタル

情報監視）による事故、犯罪、感染

症の抑制

・フェイクニュース

・虚偽のニュースが広まる

・ウィルスによる国家間争い

・モニタリング（監視カメラ、メー

ル、生体、その他すべてのデジタル

情報監視）による個人情報漏洩の懸

念増大

・都市化により利便性↑

・時間が自由につかえる。

・犯罪防止↑

・医療の充実

　-高度な予防

　-病気にならない

　-重症化の抑制

　-簡単に死なない

・豊かさの基準が変化

？？？

・食料、水不足

・居住区の制限

・薬剤耐性菌

  　-既存薬が効かない  - 不安や恐

怖

・感染症の北上、新たな健康被害

　(電磁波、遺伝子組み換え、コン

ピューター

　　ウィルスの脳侵入）

・悪意を持ったテロリスク↑

･常に不安感を抱いている。天変地異

が日常化。安心安全への欲求が高

まっている。

・担保される

・飢餓の危険は緩和

・環境変化による居住地域の制限

・世の中の進化のスピードが加速

し、同一企業・職業の寿命が短くな

り、雇用(≒収入源)はより不安定に

_IA

・ジェンダー平等問題。女性は依然

として、世界各地で差別と暴力に苦

しんでいます。

安心安全が担保されている

衛生意識の高まり

個人の安全＞会社・仕事

価値観の変化（優先順位）

ウイルス対策：国際的な協力

【socialディスタンスの変化】

差別・隔離する意識

自粛警察・監視し合う世の中

薬剤の早期承認の流れ

プライバシーの問題（犯罪減、プラ

イバシーはさらけ出されやすい）

自給自足の意識が高まる

医療崩壊の危機

他の疾患で入院している時の意識

ウイルス対策：

責任問題から国際紛争のリスク

フェィクニュース

SNSの拡散

【不安感の高まり】

経済活動、犯罪、物流、隣人

…漠然とした不安を抱える。

衛生意識の高まり

個人の安全＞会社・仕事

価値観の変化（優先順位）

ウイルス/医療対策：国際的な協力

医療：オンライン化、セルフメディ

ケーション

世界全体の距離は近い

【socialディスタンスの変化】

→物理的距離を有さず、移動を前提

としない。

人間関係：精神的な距離で付き合う

初対面はWeb原則

仕事：求められるスキルや能力に変

化

自粛警察・監視し合う世の中

プライバシーの問題（犯罪減、プラ

イバシーはさらけ出されやすい）

自給自足の意識が高まる

移動：嗜好品に近づく

コスト：安心安全に対してかける。

　個人・企業・国

→ex 工場も効率よりも安全（個人）

他の疾患で入院している時の意識

ウイルス対策：

　　責任問題から国際紛争のリスク

フェィクニュース

SNSの拡散

【不安感の高まり】

経済活動、犯罪、物流、

そして漠然とした不安

サイバー、生物兵器テロへの不安

衛生意識の高まり

個人の安全＞会社・仕事

価値観の変化（優先順位）

ウイルス対策：国際的な協力

医療：オンライン化、セルフメディ

ケーション

フェィクニュース→AIが監視して、

なくなる。

ウイルスや疫病も最小限のリスクで

駆逐される。

地球温暖化は防げる。

自然は綺麗。

エネルギー問題も解消。

socialディスタンスの意識

→　地球規模は近い。物理的距離を

有さず、移動を前提としない。

人間関係：精神的な距離で付き合う

初対面はWeb原則

仕事：スキルや能力前提

差別・隔離する意識

→　人が動かない。移動の概念無。

買い物も旅行も家でできる。体験も

できる。身体的接触が減る。

自給自足の意識が高まる

国家レベルでA.Iをコントロール/詐

称。あるいはA.I側にコントロールさ

れる。

超高齢化社会

死ねない

プライバシーは無い

移動はリスクとして制限される

可能性が高い。

超薬剤耐性菌

人間としての機能がなくなる

益田

志賀

（編

）

白銀

（編

）

白土

（編

）

吉武 入江 食料問題が解決しているか

C-1
Environm

ent

温暖化・

環境

・生産の自動化

・資源無消費

・宇宙へ進出

・牛ゲップ削減（メタンガス↓）

・技術の発展に伴い感染症等は脅威

でなくなっている（AI、量子コン

ピュータ。PharmaTec、バイドゥ

等）

・アフリカ人口が世界の35%を占

める

・Co2オーバーシュート

・水不足

・全世界で食生活が西洋化

･海面上昇による国土縮小

・技術の発展では新たな感染症の発

生を解決できず脅威となっている

・悪意のあるウィルスの生成の増加

・循環型社会

　- CO2の分解、再利用

・再生可能エネルギー

・環境(CO2増加や生態系）/破壊

  -気温/ 水面上昇

・未知の健康被害

・新たなコスト（

  -エネルギー・災害対策

温暖化が進行し、オーバーシュー

ト。

居住可能地域が大幅に減少してい

る。

一方でヒトの活動がなくなりCO2が

減少する。

・環境リテラシーを理解した子供達

が成長し、社会の発展を担ってくれ

て、我々世代が作る未来よりも良い

未来がある。

オーバーシュート

・Co2増加、２度上昇、海面上昇、

大陸面積減少＝居住スペース現象

・大陸上でも高気温により居住可能

地域が減少

・水質、土壌の汚染

・ヒートアイランド現象→極地移住

温暖化防止

資源循環

生態系保全

光電蓄電の推進

脱石炭・脱炭素 4/4追加

１

【要点】

・短期的には経済活動の停滞でCO2

排出量が削減（環境問題にはプラ

ス）

・「コロナ後」の工業生産や経済活

動のあり方を恒久的に見直す意識が

高まる

❶経済が停止したことで各国のCO2

排出量は激減。

中国だけで2割5分ＣＯ２が減ってい

る。気候変動にはプラス。

　　⇩

中国がEVの販売に力を入れるなど、

環境問題への対処を本格化

❷(欧州を中心に)コロナをきっかけ

にディスラプションの動きが活性

化。コロナで崩壊した経済の立て直

しは環境問題を意識した立て直し。

❸働き方、ライフサイクルの省エネ

化。

❹今回のパンデミックでリスク対策

への意識が高まる。

❶コロナの影響で世界各国が集まっ

て話し合う場がない。

【要点】

環境問題を軽視（経済対策を含むコ

ロナ対策を優先）

❶環境問題について地域で意識の格

差がある(欧州が本気、中国も意識が

変わりつつある)

❷コロナの影響で気候変動問題は

めっきり影をひそめてしまっている

❸グリーンディールよりもコロナ対

策を優先

❹コロナの影響で世界各国が集まっ

て話し合う場がない。

【要点】

コロナによる意識変化、ディスラプ

ション/立て直しの内容によって

PositiveにもなるしNegativeにも

なる

❶生産過剰からの脱却。

❷人間の活動止めると地球環境には

プラス。

❸自給自足による地産地消

【要点】

コロナによる意識変化、ディスラプ

ション/立て直しの内容によって

PositiveにもなるしNegativeにも

なる

【要点】

長期的な視点から考えると、コロナ

は気候危機に対して悪影響

❶原油価格の急落により再エネへの

切り替えが遅れる。

❷中国の工場稼働がストップするこ

とで再生可能

エネルギー設備(太陽光パネルや風力

タービンなど)の多くが生産ストッ

プ。

❸ワクチンの普及で意識が元に戻る

【要点】

投資が加速 ⇨ Positive要素には追

い風

地産地消型への変化で環境負荷減少

・生産の自動化

・資源無消費

・宇宙へ進出

・牛ゲップ削減（メタンガス↓）

・技術発展で感染症等は脅威でなく

なっている

・循環型社会（CO2の分解、再利

用）

・再生可能エネルギー

・環境リテラシーを理解した子供達

が成長し、社会の発展を担ってくれ

て、我々世代が作る未来よりも良い

未来がある

・温暖化防止

・資源循環

・生態系保全

・光電蓄電の推進

・人口爆発は収斂し、人口減から緑

が戻る

【要点】

Afterコロナ時代の環境問題軽視に

よるツケでNegative拡大

・Co2オーバーシュート

・水不足

・全世界で食生活が西洋化

･海面上昇による国土縮小

・技術の発展では新たな感染症の発

生を解決できず脅威となっている

・悪意のあるウィルスの生成の増加

・環境(CO2増加や生態系）/破壊

  -気温/ 水面上昇

・未知の健康被害

・新たなコスト（-エネルギー・災害

対策）

・温暖化が進行し、オーバーシュー

ト。

・居住可能地域が大幅に減少してい

る。一方でヒトの活動がなくなり

CO2が減少する。

・Co2増加、２度上昇、海面上昇、

下山

（編

）

佐藤 志村 横川 林 牛島
温暖化はどうなっているという想定

か？

D-1 AI ・AIに頼り人間の考えが進歩する

（例：英語を覚えなくてよくなる）

・Beyond シンギュラリティ（＝人

工知能が人間の知能を凌駕）

・AIと人間での役割分担が自然に出

来上がる（またはそのようなルール

決めがなされる）

・AIを作る人、AIを使う人の二極

化が起きる

・ウィルスリスク

・Tech/AIが戦争の火種

・AIとの対立

・AIの暴走（人間がコントロールで

きないリスク）

・悪意を持ったAIが作られるリスク

・AIに頼り過ぎて人間が考えなくな

る（例：字が書けなくなる、記憶力

の退化）

・診断の向上/早期発見

・予防医療

・最適治療診断

　-ビッグデータの有効活用

　-レベルアップ

　-均霑化

　-地域格差↓

・病院経営サポート

・脳がインターネットに接続

・
ITチームのFORECASTに同意しま

すが

うまく活用できればポジティブな面

もある。

AIに支配されている。ヒトの生活が

完全にコントロールされている。お

よその仕事がAIに奪われている。

・左脳が生み出す価値はAI化、右脳

が生み出す価値が人間の価値へ

・雇用者の能力の高度化を促す_IA

・新しい労働機会を生み出す

・時間当たり生産性の向上・平均労

働時間の減少_IA

・AIで生まれる雇用は失う雇用を上

回る

・単純労働者の働く機会を奪う +従

来、高度な職業と思われていた職も

減少_例：会計士・病理医等_IA

・高度化した人間が中心の世界

人権はない

ロボット三原則

・人に害を与えない

・人に従う

・上記がある限り自分を守る

・コロナ対策に対するAIの必要性が

認知され、AIのに対してポジティブ

な影響

　・AIを利用したコールセンターの

導入にポジティブな状況が生まれた

　・コロナ禍によるAI（収束予測、

治療薬開発）への投資が加速

・コロナ対策に対するAI行動が有効

であることことで、AIの導入に対し

てネガティブな影響

・自分と同じような感性を持ったAI

が自分の話し相手や壁打ち相手に

なってくれる

　・自分の嗜好や興味があるものを

AIが先取りして用意

・議論を補完・深めてくれるAI

2030 年までに、一定のルールの下

で一緒に行動して 90％以上の人が違

和感を 持たない AI ロボットを開発

する。

2030 年までに、特定の問題に対し

て自動的に科学的原理・解法の発見

を目指す AI ロボットを開発する。

2030 年までに、特定の状況におい

て人の監督の下で自律的に動作する

AI ロボ ットを開発する。

・シンギュラリティに到達したAIを

どのように扱うか

　・異常が発生したAIをどのように

扱うか

羅 小濱 山本 高橋

藤川

（編

）

中西 AIに関する各チームの認識の統一

AI2

D-2 ロボット

・体験の価値変化（バーチャル）

・一次産業の自動化

・ロボット工学発展

・労働力搾取

・革新的技術

  -画期的新薬

  -再生医療

  -人工臓器

  -遠隔治療

  -最新検査器

  -遺伝子選択

  -各種身体障害の克服

・医療ミス↓

・労働力不足解消

　- 病院

　- 介護

　- 薬局

？？？

・ミスプログラムによる事故↑

・従来と同様の仕事がなくなる

・新たな差別（遺伝子レベルでの差

別）

製造チームのFORECASTに同意し

ます。
? ？

・完全自動化、向上の無人化

・マスカスタマイズの実現。普及

・雇用者の能力の行動化を促す_IA

・時間当たり生産性の向上・平均労

働時間の減少_IA

・稼ぐ人と職を失い所得が減少する

人の格差拡大_IA

・ロボット活用において、

　倫理観と合理性がバランスした状

態

・ロボット化への急速なシフトは危

険

・単純労働者の働く機会を奪う_IA

人権はない

ロボット三原則

・人に害を与えない

・人に従う

・上記がある限り自分を守る

4/4追加

リモートワークの要素をどこかに入

れたい。

働き方、社会との関係も変わってく

・感染者を収容したホテルなどで、

食事を運ぶロボットが運用されてい

る

ロボットに支配される

茶色の文字になるか？

・介護や医療など、今まで人間が介

在していた職種までロボットが活用

される

2030 年までに、一定のルールの下

で一緒に行動して 90％以上の人が違

和感を 持たない AI ロボットを開発

する。

2030 年までに、特定の問題に対し

て自動的に科学的原理・解法の発見

を目指す AI ロボットを開発する。

2030 年までに、特定の状況におい

て人の監督の下で自律的に動作する

AI ロボ ットを開発する。

人間の脆弱性に気づき、肉体をロ

ボットにする流れが出てくる

・人の生活を便利／豊かにするサー

ビス産業がロボットに置き換わり、

ロボット産業とサービス産業が一体

化する

羅 小濱 山本 高橋

藤川

（編

）

中西

D-3
テクノロ

ジー全般

・移動手段高度化

・５Gより通信速度アップ→人の移

動が少なくなる（バーチャル

MTG）→感染が少なくなる

・モビリティ利便性Upによる、

人々の接近の増加→感染症リスク

Up

・サービス業の自動化で、対面販売

の価値が上がる　賃金向上など

棚卸しの検査、出張しなくていい

 印鑑・手形小切手の廃止

通信技術の発達
 バーチャル観光・スポーツバー
チャル観戦

ソサエティ5.0と環境対応
・コロナによるCO2の排出が激減
・物流が途絶えたことによる地産地
消化
・海外・国内出張の見直し
・環境を意識した戻し方（政府との
連動した）

こんにちは　三宅です。

高梨です

麦谷です

三宅です

ｓｓｓｓ

密状態を避けたい人が増え、VRやア

バターの技術に加え、触覚の技術開

発が加速。ロボット店員の登場。

 

 配達需要の高まりに伴うドローン運

搬の発達

 

 分散型の監視（プライバシーに配慮

した限定された監視）の確立（テク

ノロジー全般にも記載）

• 2030 年までに、一定規模の NISQ

量子コンピュータ 4 を開発するとと

もに実効的 な量子誤り訂正を実証す

る。

・カーボンリサイクルによる、回収

されたCO2を資源として活用できる

世界

・テクノロジーの進化によるより高

度な健康管理が行える

・遺伝子治療の発展

麦谷

（編

）

高梨

（編

）

山本

三宅

（編

）

藤川

（編

）

中西

担当

備考（検討の観点例）金融サービス･コンサルテーション 6.金融

サービス･

コンサル

1.IT 2.医療

3.建設・

設備・エ

ネルギー

4.消費

財・小

売・マー

5.製造(電

気・素

材・機械)

5

製造(電気・素材・機械) 現在（2020年：コロナにより受けた影響の「Fact」を記載する）e.g.ソーシャルディスタンシング Afterコロナ（5～10年後の「Forecast」を記載する）※コロナ関連／関連外含めた全て 2050年Forecast

6 ① ② ③

建設・設備・エネルギー 消費財・小売・マーケティングForecast

(Step1)

1 2 3 4

IT 医療

Society

Technolo

gy

ワーディング

チームとしてはsocialの一

部として捉える

ワーディング

チームとしてはsocialの一

部として捉える



Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative Positive Neutral Negative

A-1 Politics 政治

・資源の価値変化

・AI反対派vsAI賛成派（AI脅威(政

治･紛争)）

・宇宙国境

・ポピュリズム、ファシズム

・自分の国First

・共産国家

・非民主主義国家の台頭

・AI統治国家の誕生

・米中印3国主導

・戦争の手段変化。見えにくい戦争

（戦争はなくらない）

・国家AIの対立（戦争）

・AI統治国家の誕生

・モニタリング社会

・独裁、人権侵害国家

・AI反対派vsAI賛成派（AI脅威(政治･

紛争)）

・宇宙での国境の争い（資源確保の

為）

・国家関与↑

・中央集権的な意思決定

(トップダウン型)

  -迅速化

  -緊急時対応

・米中印でGDP半分占めるが、覇権

者はいない。

・国境垣根↓、ルール整備、環境整

備↑

・資本主義の終焉

・増税

・悪意にテロ↑、倫理観のない国家

↑

・指導者の高齢化、長期化

・高齢者優遇政策

南北問題により双方の緊張がさらに

高まる。

グローバリズムが高まり各国の連携

が強化される

自国の利益だけを考える国との二分

化

グローバリズムが高まり各国の連携

が強化される

自国の利益だけを考える国との二分

化

・現在より強い政府・国際機関の登

場-理由：温暖化などに対する問題に

対処するため(Positiveでも、

Negativeでもない？)_IA(P225)

・国際社会は、人々の貧困脱出に向

け、長足の進歩を遂げてきました。

所得の不平等は国家間でも、国内で

も拡大しています。

・人が多い地域に市場拡大し、経済

が伸びる（中国）

・政治動向は、人口動態に影響する

　→人口が多い国の政治方針が主導

する

・今後アフリカが伸びるか

・経済政策の変化(災害対策などのた

裁量の減少_IA)

・貧富の差が広がり社会的な緊張感

が増す_IA(P222)

・しかし、不平等は根強く残り、保

健や教育サービス、その他の資産へ

のアクセスという点では、大きな格

差がなくなっていません。

米中印の3強時代の到来、一部の非

民主主義国家が台頭

資本主義

社会主義のハイブリッド型経済の模

索

課題：国際法などが機能しづらくな

る。人権や自由をどのように守るか

4/4追加

グローバリズムはサプライチェーン・

インバウンドに大きな影響をもたら

す。日本国としては見直す契機になっ

たのではないか。残念ながら人種差別

も露呈した。

一方で、コロナシの影響で、マスクや

医療機器の調達などで米中が協調する

というポジティブな一面も見られてい

る。

米中の覇権争いの加速

経済・社会・医療・軍事・宇宙・

南極・サイバー空間（ネットワー

ク）・テクノロジー

国連やWHO、国際機関に対する支援

国の関わりが顕在化

デジタル領域

国境を越えた情報収集と阻止の流れ

アジア・アフリカの思考

独自の経済成長を支えるための先進

国の支援が必要な状況

日本の立場

米中の狭間。デジタル領域における

日本独自のプラットフォームの欠如

米中の覇権争いの加速

⇒　米中以外にも覇権争いが波及

⇒　アジア・アフリカの各国がどち

らにつくかのスタンスが重要になっ

てくる

国際機関の立ち位置が変化

デジタル領域

⇒　デジタル人民元が現実化

⇒　インドのテクノロジーが台頭

⇒　ＡＩの進化

アジア・アフリカの思考

強国は援助をカードにさらなる外交

を仕掛けてくる

日本の立場

⇒　米中の覇権争いの長期化により

日本の安保・経済政策の見直しが必

要となる。

ＡＩの進化による新秩序

⇒　内政・外交の意思決定にＡＩを

利用する国家の登場

⇒　覇権の基準の変化と主要国家の

変化

国際機関はＡＩをコントロールする

位置づけとなる

デジタル領域

⇒　より高度な情報（ゲノム）等を

利用した社会づくり

⇒　インド発のテクノロジーの登場

アジア・アフリカの思考

アフリカとインドが接近

日本の立場

アジアとアフリカとの関係が米中関

係以上に大事になる

武井 中野

藤本

（編

）

沼田
神山

(編)

曽根

 (編)

GLOBALIZATION vs

LOCALZATION

B-1
Economic

s
経済

・頑張った人が報われる

・共通通貨（ブロックチェーン）

・お金に代わる共通の価値観

・ブロックチェーンによるマネーロ

ンダリングの減少

・独自通貨(より混沌)

・通貨／マネー戦争（金の価値⇩）

・労働に対する報酬の不公平感

（例：ベトナム）

・マネー戦争（＝AI同志でのトレー

ディング）

・共通通貨（ブロックチェーン）→

キャッシュの価値⇩

・マネーロンダリングの増加

・ブロックチェーンの進歩によるあ

るスナップショットまで不条理にも

どってしまう（デジタルに寄り過ぎ

ることによる弊害）

・都市化

・機械化

・デジタル経済圏の台頭

・GDPの低迷

  -経済格差（国内外,世代間,)

・公的負担(医療費）の増加（最新医療、医

療保険制度の崩壊）

・生産性の減少

・医療従事者の不足

・市場経済 の低迷

・税収↓、保険収入↓

新興国の経済活動が発展して、エネ

ルギーの消費が増加

勝ち組と負け組がハッキリ分かれ

る。

価値構造の再構築により勝ち組と負

け組も入れ替わる。

・GDP自体は伸び続ける

_IA(P103・112)

・世界全体の 1 人当たり実質 GDP

の年平均成長率は対前年で上昇して

いるもの。

・デフレが進む未来で、金銭的な価

値が重要でなくなるのではないか。

→働かずして満たされる社会になる

のではないか

・資本主義の衰退(GDPは伸び続ける

が、成長速度が遅くなる_P103+1人

当たりは2050年頃にピークアウト

_P308)_IA

・開発途上地域には依然として、成

長が減速し、2030 年の 7%という

成長ターゲットから遠ざかっている

国が多くあります。

・GDP至上主義からの解脱

・人々が生きやすい世界

・安定機能

・自然資本のBS計上

・デジタル通貨・ビットコイン

・感謝

・ありがとうの循環

◆現在の各国独自通貨圏の崩壊

　⇒　アジア圏通貨、デジタル通貨

等に転換

◆世界中で格差拡大⇒政治不安↑、

紛争増加、独立機運↑

・課題：先例となる通貨ユーロの問

題点の解決策、新しいルールなど

◆人々にとっての国と企業の存在感

のバランスが変化する

リモートワークの利点にはみんな気

付いた

人の移動が大きくなったために、コ

ロナなどの感染が拡大しやすい世界

となっている。

海外の工場はほとんど止まった。最

後まで動いていたのは日本だけ。

→将来的に工場の日本回帰、工場の

世界的な分散も

製造バリューチェーンの大国依存の

回避

→大場さんよりコメント

業界によっては日本より中国の工場

復帰のほうがはやかったです。B2B

だと違うと思いますがB2Cは生産能

力よりも需要減の方が影響大きく、

逆に在庫の価値観の変化はあるきが

します。

バイトなどがなくなり、若い人の購

買力がかなり減っている　→エン

ターテインメント系に影響か

国の借金増大、将来的な大増税懸念

中国はすでに世界を支える力がない

サービス業が肥大化して破裂した

テクノロジーなどの発展（ワクチン

の開発方法など）により、今後は感

染拡大などが起きても、今回よりは

抑え込みに苦労しなくなる

オンライン医療が進む

印鑑文化がなくなる

自動化、機械化進んでいく

現在の資本主義のあり方に疑問が生

じる

→ハイブリッド型資本主義　→　大

きなマイナスは生まない（社会主

義）＆成功者は豊かに（資本主義）

人と人とのコンタクトは減る　→

不安だから承認欲求は高まる

リアル店舗はなくならないが、ある

程度は減る

都市化は緩和していくのではないか

→リモートワークが進んでみんな＋

ひと部屋がほしくなる

→現在、REIT市場ではオフィス系か

らお金が逃げている

公的な支出が増えていく（プライ

ベートな支出が減っていく）

貯蓄率は上がる（すでに中国は上昇

しはじめている）

格差拡大による戦争・紛争懸念は高

まる（歴史的に繰り返している）

企業や家計が消費を抑える、そう

いった気持ちが強くなる

コロナ対応の反動により大増税、国

によっては福祉政策を抑える（ブラ

ジルのように人が亡くなっても何も

しないなど）

大きな国内市場を持つ人口が多い国

優位に

国家、企業の大きな見方に変化

コロナや新種ウイルスと共存する前

提での経済システム

貧富の差はより拡大

余 中路 山田

山本

（編

）

相野
高野

 (編)

通貨（世界で共通化される？デジタ

ル通貨と現状の通貨はどのような状

況になっているか？）

B-2 寿命/人口

・人口での臓器により寿命が延びる

・脳のデータをダウンロード可能に

・医療技術の進歩によって人間の寿

命は大きく伸びる

・高齢化人口爆発

・高齢化人口爆発

・寿命長だが不健康寿命が長期化

・高齢化人口爆発に伴う支える世代

の負担増（財政面、労力面）

・子供を作らない文化

・誰もが分からない余命、老後の生

活で不安が増す

・平均寿命/健康寿命が延びる。

・人工授精の発達でさらなる高齢出

産

・人口：世界的に増加、ある国は減

少。

・高齢化による労働人口の減少

・65才以上が人口の40%

・出生率低下

一層の長寿化FORECASTには共感

します

長寿化が進まない地域との格差が出

る。

平均寿命は伸びる。

寿命格差が更に拡大している。

平均寿命は伸びる。

寿命格差が更に拡大している。

出生死亡率は下がり、平均寿命は延

び、人口増で40年をピークに減少に

転じるので・・

・寿命が伸びると働ける期間が延び

る

・労働力の確保ができる

・伸びるる。それに伴い老人向けの

社会保障費が国家財政を圧迫する

_IA

・疫病などで人口減少に転じる可能

性あり

･寿命・健康寿命は世界中で伸長、人

口の爆発的増加

･課題：社会保障費の増加、水・食料

の確保、シニア層と社会の関わり方

移動の制限により、交通事故や外傷

による死亡が減少

会社や学校に行かなくなり、人間関

係が原因となる自殺率低下（▲20%

という説も）

医療の必要性再認識、医療に向けた

投資が拡大

高齢者のコロナ死亡率が高い

医療体制の二極化。適切な医療が受

けれる国・地域とそうでないところ

とに分かれる

石鹸で手が洗えないなど、感染予防

格差によって、貧困層はさらに生命

の危機にさらされやすくなった

失業率が増え、貧困を苦にする自殺

など死亡率増加

所得低下により産みたい数の子供を

産めない

家庭内生活増加により出生率にはプ

ラスとなる（ステイホーム子作り）

働き改革が更に進み、適切なワーク

ライフバランスが広がり、結果とし

て寿命のびる

医療投資がさらに進展。

飛行機乗らない、移動しない等で、

事故に合う確立が減る

医療の恩恵を受ける、国・地域格差

はさらに広がる。医療格差の拡大、

感染症への対応格差

ソーシャルディスタンスからメンタ

ルディスタンスへ、自殺率減少の一

方、恋愛も少なく子供産まない

医療研究の資源が対コロナに集中、

他の予防医療の停滞により、一部の

患者寿命が短縮。医療費にかけられ

る財政が圧迫されて、人口増加が抑

制される

今まで以上に格差により、貧困層の

生命が危機

医療の進歩でウィルス問題がなくな

り（あるいはすぐに対策できる体制

が整い）寿命のびる

地方創生の可能性探る動きが拡大、

人口移動、地方人口増加

全世界的に人口増減の調整意識が高

まる。寿命調整、人口調整が行われ

るようになる。一人っ子政策復活

国・地域格差更に広がる。長寿の

国・そうでない国。新興国での感染

拡大により人口減

未知のウイルス流行が頻発（生物兵

器説も）、あるいはコロナ収束せず

長寿化するが、不健康寿命の長期化

が社会問題になる

先進医療の富裕層独占（富裕層だけ

が予防できるディストピア）

古庄

横手

志賀

（編

）
担当は横

手さんで

すが、当

面は医療

福岡

落合

（編

）

岸添 善野

寿命と健康寿命の進展（医療チーム

でまとめる？）　※他のパートも主

体的に検討するチームを作って提

案・議論する？

B-3 QoL

・AI発展で人に代わって労働してく

れる→人間のやりたいことに時間を

費やせる

・AIロボットと結婚

・家族の概念が薄くなり、個の価値

観が上がる
・AIロボットと結婚

・オーダーメイド治療

・治療技術の進歩

  -痛み緩和

  -終末期対応

・食品加工技術↑により禁欲不要で

健康に

　-望まぬ長生

　-自殺↑

・

・QOL低下（視力,聴覚↓,

         退行性疾患機能低下,認知症

↑）

・人間の価値観/性（サガ）は変わ

らない。

QoLの格差が広がる QoLの格差が広がる

文化価値・生活価値が見直される。

安心安全の格差が生まれ、QoL格差

が拡大している。

文化価値・生活価値が見直される。

安心安全の格差が生まれ、QoL格差

が拡大している。

・自動化で労働時間減少、余暇時間

増加

（ただし先進国で）

・同じ国・地域内でも貧富の差が拡

大し、QoLのバラツキが大きくなる

(他方、世界全体の貧富の差は収斂す

る)_IA

・後進国ではより労働を求められる

かも

･体と意識の二軸

･介護する側のＱＯＬ

人の移動が制限される→在宅勤務に

よる自由度→女性の活躍家庭を顧み

る働き方

過密状態を避けるための都市化の再

考。 建設的・意図的なスマートシ

ティの構築

ビデオによる会話の一般化 → 新し

い出会い、再会の活性化

ソーシャルディスタンスの概念が浸

透（過剰反応も）

主に男性が自宅にいる時間が増え、

家族の関わり方の再定義が必要に

（感染症の）監視とプライバシーの

考え方に変化→プライバシーをある

程度犠牲にしてもしょうがない

通信環境や通信機器の有無により、

教育格差が拡大。

財政悪化で生活水準低下

 

世界でDVの増加

自粛警察などデジタル監視社会へ

 

 地方分散による高齢者のアクセスの

問題の再燃

新しい価値観や多様性を認める社会

へ（リモート進展、場所を選ばない

生き方、地方の再評価）

LOCALIZATIONの加速（都市化一点

集中ではない方向、）

分散型の監視（プライバシーに配慮

した限定された監視）の確立。犯罪

の減少、病気の早期発見など

健康維持の再定義（健康維持するた

めのスポーツが登場）

職種間格差、差別が大きくなり、職

業選択の重要性が問われる

コロナ克服者が新人類として重宝さ

れる、あるいは差別される

新たなストレスの発生（孤独等）

デジタル村八分社会の到来（監視さ

れることが当たり前の社会に。プラ

イバシー制限・言論統制）

大量解雇による治安悪化、教育レベ

ルの低下、負の連鎖拡大

身体活動の減少により生活習慣病の

管理が悪化

リモート教育に対応できる国とそう

でない国の国家間教育格差の顕在化

人との繋がりを完全に自分でコント

ロール出来るようになる。人脈のオ

ンオフが可能。

自由な時間に自由な場所で働き、多

様なコミュニティを選べる、新しい

ライフスタイルが定着する

AI・ロボットの活用進展（労働を代

替）→人間のやりたいことに時間を

費やせる

AIやロボット、バーチャルなど、人

を介さないサービスが増加。リモー

トコミュニケーションが、リアルに

代わるほど進化する

家族の概念が薄くなり、個の価値観

が上がる

監視され管理されることが当たり前

の社会になる（ディストピア↔ユー

トピア）

破綻する国が続出し生活水準下が

る。

今まで以上の格差により、教育機会

低下、富める国は益々富み、貧困国

はますます貧しくなる
加藤 竹本 福岡 黒川 近藤 善野

グローバル化が新たな感染症の拡大

につながる

B-4
自己表現/

自己実現

・男性／ロボットが妊娠･出産可能

となり、一般的に受け入れられる

・イイネ！文化（価値観の変化）

・バーチャル空間での自己実現の拡

大（例：ネット上のコンサート）

・アバターで自己表現可能（二重人

格、三重人格）（例：V-Tuber）

・宗教への依存の後退

・多様化（ダイバーシティ）が進む

・カルチャーが集約化してくる（同

じような音楽など）

・ネット上での言葉の暴力増加→自

己表現ができなくなってしまう

（例：米のTiktok）

・ネット上での意見が極端化しやす

くなっている

・アバターで自己表現可能（二重人

格、三重人格）による弊害

・ダイバーシティ

・情報ネットワーク拡大

　- 場所、方法、言語、時間に縛ら

れない。

　-選択肢拡大

・患者から顧客へ（患者主導で治療

選択可能）

 

・格差拡大

・プライバシーが富裕層のみ贅沢品

・コミュニティの分断

社会が相互に監視する一方で、自己

表現の欲求が高まり、相互に寛容・

評価しあえる世界。

社会が相互に監視する一方で、自己

表現の欲求が高まり、相互に寛容・

評価しあえる世界。

・価値観の多様化

・自己表現をする手段(VRやネット

ワーク、AIを使った創作等)が多様化

する_IA

・限定的_環境の悪化及び税率の上

昇などにより個人消費を行う選択等

は狭くなる_IA

ここに書かれていることが実現でき

ている世界

・ライフイベントのある人にとって

仕事がしやすい

・居場所の制約がない

・役に立ちたい欲求の増加

・失敗しても大丈夫な雰囲気

・環境の改善（自己表現における制

約の減少）

・コミュニケーション力の重要性が

増加

・個人の人権の制限・制約と全体利

益のバランス

・活力の減衰

・表現の場に制約/減少

・ネガティブな感情の行き場

・自粛ムード

・クレームの増加（攻撃的な感情）

・表現が叩かれる

・ソーシャルディスタンシング

・撮影など、手段の減少

・政府や権力による監視（それを受

け入れれる土壌の形成）

・資金不足

・脳科学や五感に関する表現方法、

技術の発展が促進

・働き方の変化が定着し、時間にゆ

とりができる

・実力が評価されやすい（肩書的な

ものが形骸化する）

・評価される場が増える（コミュニ

ティが増える）

・政治家が変わる？

・没入感が増す技術的発展

・制約から新たな表現方法が生まれ

・ストレスの高まり（自己表現の余

裕がない）

・旅費が高くなる、旅行が恒久化

・仕事とプライベートの切り分けが

できない

・ソーシャルディスタンシングの影

響

・ニューノーマルの良い変化

・幸せの価値観が変わる

・より共感力が重要

・仕事環境の改善が進む

・様々な表現方法を模索した結果と

して表現方法が多様化する

・場所に縛られることが無くなる

・ネット社会のリスク

・現実感の欠如がおこるかもしれな

い

・対面のコミュニケーション減

大場

（編

）

降幡

小貫

（編

）

光畑 川瀬 東(編)

B-5 安心安全

・ウィルス対策で国際協力強化

・虚偽の情報をAIが制御するシステ

ム提供

・モニタリング（監視カメラ、メー

ル、生体、その他すべてのデジタル

情報監視）による事故、犯罪、感染

症の抑制

・フェイクニュース

・虚偽のニュースが広まる

・ウィルスによる国家間争い

・モニタリング（監視カメラ、メー

ル、生体、その他すべてのデジタル

情報監視）による個人情報漏洩の懸

念増大

・都市化により利便性↑

・時間が自由につかえる。

・犯罪防止↑

・医療の充実

　-高度な予防

　-病気にならない

　-重症化の抑制

　-簡単に死なない

・豊かさの基準が変化

？？？

・食料、水不足

・居住区の制限

・薬剤耐性菌

  　-既存薬が効かない  - 不安や恐

怖

・感染症の北上、新たな健康被害

　(電磁波、遺伝子組み換え、コン

ピューター

　　ウィルスの脳侵入）

・悪意を持ったテロリスク↑

･常に不安感を抱いている。天変地異

が日常化。安心安全への欲求が高

まっている。

・担保される

・飢餓の危険は緩和

・環境変化による居住地域の制限

・世の中の進化のスピードが加速

し、同一企業・職業の寿命が短くな

り、雇用(≒収入源)はより不安定に

_IA

・ジェンダー平等問題。女性は依然

として、世界各地で差別と暴力に苦

しんでいます。

安心安全が担保されている

衛生意識の高まり

個人の安全＞会社・仕事

価値観の変化（優先順位）

ウイルス対策：国際的な協力

【socialディスタンスの変化】

差別・隔離する意識

自粛警察・監視し合う世の中

薬剤の早期承認の流れ

プライバシーの問題（犯罪減、プラ

イバシーはさらけ出されやすい）

自給自足の意識が高まる

医療崩壊の危機

他の疾患で入院している時の意識

ウイルス対策：

責任問題から国際紛争のリスク

フェィクニュース

SNSの拡散

【不安感の高まり】

経済活動、犯罪、物流、隣人

…漠然とした不安を抱える。

衛生意識の高まり

個人の安全＞会社・仕事

価値観の変化（優先順位）

ウイルス/医療対策：国際的な協力

医療：オンライン化、セルフメディ

ケーション

世界全体の距離は近い

【socialディスタンスの変化】

→物理的距離を有さず、移動を前提

としない。

人間関係：精神的な距離で付き合う

初対面はWeb原則

仕事：求められるスキルや能力に変

化

自粛警察・監視し合う世の中

プライバシーの問題（犯罪減、プラ

イバシーはさらけ出されやすい）

自給自足の意識が高まる

移動：嗜好品に近づく

コスト：安心安全に対してかける。

　個人・企業・国

→ex 工場も効率よりも安全（個人）

他の疾患で入院している時の意識

ウイルス対策：

　　責任問題から国際紛争のリスク

フェィクニュース

SNSの拡散

【不安感の高まり】

経済活動、犯罪、物流、

そして漠然とした不安

サイバー、生物兵器テロへの不安

衛生意識の高まり

個人の安全＞会社・仕事

価値観の変化（優先順位）

ウイルス対策：国際的な協力

医療：オンライン化、セルフメディ

ケーション

フェィクニュース→AIが監視して、

なくなる。

ウイルスや疫病も最小限のリスクで

駆逐される。

地球温暖化は防げる。

自然は綺麗。

エネルギー問題も解消。

socialディスタンスの意識

→　地球規模は近い。物理的距離を

有さず、移動を前提としない。

人間関係：精神的な距離で付き合う

初対面はWeb原則

仕事：スキルや能力前提

差別・隔離する意識

→　人が動かない。移動の概念無。

買い物も旅行も家でできる。体験も

できる。身体的接触が減る。

自給自足の意識が高まる

国家レベルでA.Iをコントロール/詐

称。あるいはA.I側にコントロールさ

れる。

超高齢化社会

死ねない

プライバシーは無い

移動はリスクとして制限される

可能性が高い。

超薬剤耐性菌

人間としての機能がなくなる

益田

志賀

（編

）

白銀

（編

）

白土

（編

）

吉武 入江 食料問題が解決しているか

C-1
Environm

ent

温暖化・

環境

・生産の自動化

・資源無消費

・宇宙へ進出

・牛ゲップ削減（メタンガス↓）

・技術の発展に伴い感染症等は脅威

でなくなっている（AI、量子コン

ピュータ。PharmaTec、バイドゥ

等）

・アフリカ人口が世界の35%を占

める

・Co2オーバーシュート

・水不足

・全世界で食生活が西洋化

･海面上昇による国土縮小

・技術の発展では新たな感染症の発

生を解決できず脅威となっている

・悪意のあるウィルスの生成の増加

・循環型社会

　- CO2の分解、再利用

・再生可能エネルギー

・環境(CO2増加や生態系）/破壊

  -気温/ 水面上昇

・未知の健康被害

・新たなコスト（

  -エネルギー・災害対策

温暖化が進行し、オーバーシュー

ト。

居住可能地域が大幅に減少してい

る。

一方でヒトの活動がなくなりCO2が

減少する。

・環境リテラシーを理解した子供達

が成長し、社会の発展を担ってくれ

て、我々世代が作る未来よりも良い

未来がある。

オーバーシュート

・Co2増加、２度上昇、海面上昇、

大陸面積減少＝居住スペース現象

・大陸上でも高気温により居住可能

地域が減少

・水質、土壌の汚染

・ヒートアイランド現象→極地移住

温暖化防止

資源循環

生態系保全

光電蓄電の推進

脱石炭・脱炭素 4/4追加

１

【要点】

・短期的には経済活動の停滞でCO2

排出量が削減（環境問題にはプラ

ス）

・「コロナ後」の工業生産や経済活

動のあり方を恒久的に見直す意識が

高まる

❶経済が停止したことで各国のCO2

排出量は激減。

中国だけで2割5分ＣＯ２が減ってい

る。気候変動にはプラス。

　　⇩

中国がEVの販売に力を入れるなど、

環境問題への対処を本格化

❷(欧州を中心に)コロナをきっかけ

にディスラプションの動きが活性

化。コロナで崩壊した経済の立て直

しは環境問題を意識した立て直し。

❸働き方、ライフサイクルの省エネ

化。

❹今回のパンデミックでリスク対策

への意識が高まる。

❶コロナの影響で世界各国が集まっ

て話し合う場がない。

【要点】

環境問題を軽視（経済対策を含むコ

ロナ対策を優先）

❶環境問題について地域で意識の格

差がある(欧州が本気、中国も意識が

変わりつつある)

❷コロナの影響で気候変動問題は

めっきり影をひそめてしまっている

❸グリーンディールよりもコロナ対

策を優先

❹コロナの影響で世界各国が集まっ

て話し合う場がない。

【要点】

コロナによる意識変化、ディスラプ

ション/立て直しの内容によって

PositiveにもなるしNegativeにも

なる

❶生産過剰からの脱却。

❷人間の活動止めると地球環境には

プラス。

❸自給自足による地産地消

【要点】

コロナによる意識変化、ディスラプ

ション/立て直しの内容によって

PositiveにもなるしNegativeにも

なる

【要点】

長期的な視点から考えると、コロナ

は気候危機に対して悪影響

❶原油価格の急落により再エネへの

切り替えが遅れる。

❷中国の工場稼働がストップするこ

とで再生可能

エネルギー設備(太陽光パネルや風力

タービンなど)の多くが生産ストッ

プ。

❸ワクチンの普及で意識が元に戻る

【要点】

投資が加速 ⇨ Positive要素には追

い風

地産地消型への変化で環境負荷減少

・生産の自動化

・資源無消費

・宇宙へ進出

・牛ゲップ削減（メタンガス↓）

・技術発展で感染症等は脅威でなく

なっている

・循環型社会（CO2の分解、再利

用）

・再生可能エネルギー

・環境リテラシーを理解した子供達

が成長し、社会の発展を担ってくれ

て、我々世代が作る未来よりも良い

未来がある

・温暖化防止

・資源循環

・生態系保全

・光電蓄電の推進

・人口爆発は収斂し、人口減から緑

が戻る

【要点】

Afterコロナ時代の環境問題軽視に

よるツケでNegative拡大

・Co2オーバーシュート

・水不足

・全世界で食生活が西洋化

･海面上昇による国土縮小

・技術の発展では新たな感染症の発

生を解決できず脅威となっている

・悪意のあるウィルスの生成の増加

・環境(CO2増加や生態系）/破壊

  -気温/ 水面上昇

・未知の健康被害

・新たなコスト（-エネルギー・災害

対策）

・温暖化が進行し、オーバーシュー

ト。

・居住可能地域が大幅に減少してい

る。一方でヒトの活動がなくなり

CO2が減少する。

・Co2増加、２度上昇、海面上昇、

下山

（編

）

佐藤 志村 横川 林 牛島
温暖化はどうなっているという想定

か？

D-1 AI ・AIに頼り人間の考えが進歩する

（例：英語を覚えなくてよくなる）

・Beyond シンギュラリティ（＝人

工知能が人間の知能を凌駕）

・AIと人間での役割分担が自然に出

来上がる（またはそのようなルール

決めがなされる）

・AIを作る人、AIを使う人の二極

化が起きる

・ウィルスリスク

・Tech/AIが戦争の火種

・AIとの対立

・AIの暴走（人間がコントロールで

きないリスク）

・悪意を持ったAIが作られるリスク

・AIに頼り過ぎて人間が考えなくな

る（例：字が書けなくなる、記憶力

の退化）

・診断の向上/早期発見

・予防医療

・最適治療診断

　-ビッグデータの有効活用

　-レベルアップ

　-均霑化

　-地域格差↓

・病院経営サポート

・脳がインターネットに接続

・
ITチームのFORECASTに同意しま

すが

うまく活用できればポジティブな面

もある。

AIに支配されている。ヒトの生活が

完全にコントロールされている。お

よその仕事がAIに奪われている。

・左脳が生み出す価値はAI化、右脳

が生み出す価値が人間の価値へ

・雇用者の能力の高度化を促す_IA

・新しい労働機会を生み出す

・時間当たり生産性の向上・平均労

働時間の減少_IA

・AIで生まれる雇用は失う雇用を上

回る

・単純労働者の働く機会を奪う +従

来、高度な職業と思われていた職も

減少_例：会計士・病理医等_IA

・高度化した人間が中心の世界

人権はない

ロボット三原則

・人に害を与えない

・人に従う

・上記がある限り自分を守る

・コロナ対策に対するAIの必要性が

認知され、AIのに対してポジティブ

な影響

　・AIを利用したコールセンターの

導入にポジティブな状況が生まれた

　・コロナ禍によるAI（収束予測、

治療薬開発）への投資が加速

・コロナ対策に対するAI行動が有効

であることことで、AIの導入に対し

てネガティブな影響

・自分と同じような感性を持ったAI

が自分の話し相手や壁打ち相手に

なってくれる

　・自分の嗜好や興味があるものを

AIが先取りして用意

・議論を補完・深めてくれるAI

2030 年までに、一定のルールの下

で一緒に行動して 90％以上の人が違

和感を 持たない AI ロボットを開発

する。

2030 年までに、特定の問題に対し

て自動的に科学的原理・解法の発見

を目指す AI ロボットを開発する。

2030 年までに、特定の状況におい

て人の監督の下で自律的に動作する

AI ロボ ットを開発する。

・シンギュラリティに到達したAIを

どのように扱うか

　・異常が発生したAIをどのように

扱うか

羅 小濱 山本 高橋

藤川

（編

）

中西 AIに関する各チームの認識の統一

AI2

D-2 ロボット

・体験の価値変化（バーチャル）

・一次産業の自動化

・ロボット工学発展

・労働力搾取

・革新的技術

  -画期的新薬

  -再生医療

  -人工臓器

  -遠隔治療

  -最新検査器

  -遺伝子選択

  -各種身体障害の克服

・医療ミス↓

・労働力不足解消

　- 病院

　- 介護

　- 薬局

？？？

・ミスプログラムによる事故↑

・従来と同様の仕事がなくなる

・新たな差別（遺伝子レベルでの差

別）

製造チームのFORECASTに同意し

ます。
? ？

・完全自動化、向上の無人化

・マスカスタマイズの実現。普及

・雇用者の能力の行動化を促す_IA

・時間当たり生産性の向上・平均労

働時間の減少_IA

・稼ぐ人と職を失い所得が減少する

人の格差拡大_IA

・ロボット活用において、

　倫理観と合理性がバランスした状

態

・ロボット化への急速なシフトは危

険

・単純労働者の働く機会を奪う_IA

人権はない

ロボット三原則

・人に害を与えない

・人に従う

・上記がある限り自分を守る

4/4追加

リモートワークの要素をどこかに入

れたい。

働き方、社会との関係も変わってく

・感染者を収容したホテルなどで、

食事を運ぶロボットが運用されてい

る

ロボットに支配される

茶色の文字になるか？

・介護や医療など、今まで人間が介

在していた職種までロボットが活用

される

2030 年までに、一定のルールの下

で一緒に行動して 90％以上の人が違

和感を 持たない AI ロボットを開発

する。

2030 年までに、特定の問題に対し

て自動的に科学的原理・解法の発見

を目指す AI ロボットを開発する。

2030 年までに、特定の状況におい

て人の監督の下で自律的に動作する

AI ロボ ットを開発する。

人間の脆弱性に気づき、肉体をロ

ボットにする流れが出てくる

・人の生活を便利／豊かにするサー

ビス産業がロボットに置き換わり、

ロボット産業とサービス産業が一体

化する

羅 小濱 山本 高橋

藤川

（編

）

中西

D-3
テクノロ

ジー全般

・移動手段高度化

・５Gより通信速度アップ→人の移

動が少なくなる（バーチャル

MTG）→感染が少なくなる

・モビリティ利便性Upによる、

人々の接近の増加→感染症リスク

Up

・サービス業の自動化で、対面販売

の価値が上がる　賃金向上など

棚卸しの検査、出張しなくていい

 印鑑・手形小切手の廃止

通信技術の発達
 バーチャル観光・スポーツバー
チャル観戦

ソサエティ5.0と環境対応
・コロナによるCO2の排出が激減
・物流が途絶えたことによる地産地
消化
・海外・国内出張の見直し
・環境を意識した戻し方（政府との
連動した）

こんにちは　三宅です。

高梨です

麦谷です

三宅です

ｓｓｓｓ

密状態を避けたい人が増え、VRやア

バターの技術に加え、触覚の技術開

発が加速。ロボット店員の登場。

 

 配達需要の高まりに伴うドローン運

搬の発達

 

 分散型の監視（プライバシーに配慮

した限定された監視）の確立（テク

ノロジー全般にも記載）

• 2030 年までに、一定規模の NISQ

量子コンピュータ 4 を開発するとと

もに実効的 な量子誤り訂正を実証す

る。

・カーボンリサイクルによる、回収

されたCO2を資源として活用できる

世界

・テクノロジーの進化によるより高

度な健康管理が行える

・遺伝子治療の発展

麦谷

（編

）

高梨

（編

）

山本

三宅

（編

）

藤川

（編

）

中西

担当

備考（検討の観点例）金融サービス･コンサルテーション 6.金融

サービス･

コンサル

1.IT 2.医療

3.建設・

設備・エ

ネルギー

4.消費

財・小

売・マー

5.製造(電

気・素

材・機械)

5

製造(電気・素材・機械) 現在（2020年：コロナにより受けた影響の「Fact」を記載する）e.g.ソーシャルディスタンシング Afterコロナ（5～10年後の「Forecast」を記載する）※コロナ関連／関連外含めた全て 2050年Forecast

6 ① ② ③

建設・設備・エネルギー 消費財・小売・マーケティングForecast

(Step1)

1 2 3 4

IT 医療

Society

Technolo

gy

ワーディング

チームとしてはsocialの一

部として捉える

ワーディング

チームとしてはsocialの一

部として捉える

2019 >>2021
推定 1 0 0時間以上



PHASE 1
2019年4～7月

大義ある未来の構想
（＝大目標の設定）

業種チームごと大目標を提案、
議論を経て決定

目

的

成

果

PHASE 2
2019年9～2月

未来トレンドを予測し
業種チームごとの小目標設定

未来トレンドの前提が
業種ごとにバラつきがあり
再検討へ

目

的

成

果

PHASE 3
2020年4～7月

未来トレンドにおける全員の意識
合わせとコロナによる変化をふま
えた再予測を業種横断TFで検討

業種横断TFにより各Forecast
の情報量・粒度が充実。
最終化に向けた準備を完了

目

的

成

果

PHASE 4
2020年9～11月

新版未来トレンドに基づいた
小目標の設定とその手段策定
およびターゲットの設定

業種チームごとに目標～戦略案
を策定。14歳をターゲットに
表現することを決定

目

的

成

果

PHASE 5
2020年12～3月

目

的

成

果
最終成果物作成 2021年2月13日 発表会

新型コロナウイルス発生

PHASE 6
2021年4～3月

目

的

成

果
書籍発売準備 2022年3月24日発売！



成 果 物
2021年2月13日 発表会



大義ある未来
VISIONARY

EMBA E5



大義ある未来

Be Yourself
２０５０年の地球に生きる全ての生活者一人ひとりの自発的、能動的、かつ

我慢という自分に対する負荷をかけない Be Yourself な行動の蓄積によって、

実は、様々な地球課題が解決されるイノベーションが社会システム全般に生みだされ、

（２０５０年以降の）次世代が、永続的に持続可能で安心・安全な

地球環境や社会に向かう実感と希望に満ちたBe Yourselfな生活を実現した状態。



14
『 2050年という未来を「自分ゴト」として真剣に考える裾野を広げ、独自のメッセージを発信する』

EMBA E5ビジョナリーの意義を実現するために、2年間考え抜いた大義ある未来予測と

それを導き出したプロセスも含めて2050年に我々と同じ年代となり社会の中心となる14歳に伝えたい。

14歳という不安定かつ多感になり始める時期だからこそ

世界のこと・地球のこと・未来の自分たちの暮らしのことを考えるきっかけ、

良い影響を与えることこそがこのビジョナリーの本質的なパーパスである。



Utopia or  Dystopia

2050

人類の生きる2050年が持続可能で安心・安全な地球環境や社会に向かう

実感と希望に満ちている状態＝Be Yourselfな状態を実現するためには我々は何をするべきか。

逆に、もし解決に向けた行動をしないことによってBe Yourselfな状態を失った2050年とは。。



成 果 物
2022年3月24日 発売

成 果 物
2022年3月24日 発売











購入方法
「VISIONARY 14歳の特別授業」で検索

あるいは

ＡＭＡＺＯＮ／楽天ブックスなど

https://www.amazon.co.jp/VISIONARY-14%E6%AD%B3%E3%81%AE%E7%89%B9%E5%88%A5%E6%8E%88%E6%A5%AD-%E6%85%B6%E6%87%89%E7%BE%A9%E5%A1%BE%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E9%99%A2-%E7%B5%8C%E5%96%B6%E7%AE%A1%E7%90%86%E7%A0%94%E7%A9%B6%E7%A7%91-EMBA%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%A0/dp/4839979782
https://books.rakuten.co.jp/rb/17069812/

